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１１１１    全体全体全体全体評価について評価について評価について評価について    

    

 

 

尿中の放射性セシウム量

は更に減少しており，また

調査協力者も減少してきて

おります。この内部被ばく

健康影響調査もその役目を

終えたように思われます。 

平成 25年度と同じ全体評

価でよろしいと思います

が、一日当たりの尿中放射

性セシウム量が 2Bq/日未満

の人が一人みられることか

ら、引き続き食物中放射線

量の監視体制を維持してい

くことが重要と考えます 

健康影響調査によって、

全体に低いレベルになって

いることから個人によって

尿中セシウム量の動きに変

動が見られますが、総体と

して減少傾向にあることが

示され、預託実効線量も

0.01mSv 未満であることが

示されました。国による環

境モニタリングの結果から

も空間線量率の低下がみら

れます。放射性セシウムに

よる健康影響は極めて小さ

いと考えられます。 

 

尿中の放射性セシウムの

量は減少しており、預託実

効線量も全員が 0.01ｍＳｖ

未満であることから、放射

性セシウムによる健康影響

は極めて小さいと考えられ

る。 

前回の評価から、変更す

べき点、加筆修正すべき点

等はありません。 

尿中の放射性セシウムの

量は減少しており、預託実

効線量も 3 年連続で 0.01ｍ

Ｓｖ未満であることから、

放射性セシウムによる健康

影響は過去、将来ともに極

めて小さいと考えられま

す。 

前回と同じ評価でよろし

いと思います。 

２２２２    県（行政）に対する助県（行政）に対する助県（行政）に対する助県（行政）に対する助

言について言について言について言について    

(1) 今後の調査方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体評価と同様です。 昨年度までの調査結果と

比べて、全体的に尿中放射

性セシウム排泄量は低下し

ていることや、参加者の数

が減ってきていることを考

えると、今後の調査は必要

ないと考えます。 

 

これまでの 4 年間にわた

る調査によって内部被ばく

線量が低いレベルであるこ

と、経時的に減少傾向であ

ることが確認できたことか

ら、本調査の継続は必要が

無いと考えます。 

調査対象者の９割以上が

不検出となっており、原発

事故による内部被曝は定量

的に評価することができな

いほど低下した事が確認で

きた事から、調査を継続す

る必要性は低いものと考え

られる。 

放射性セシウムの内部被

ばくによる健康影響は極め

て小さいレベルであること

から、調査の継続は必要な

いと考えます。 

協力者数も少なくなって

おり、また健康影響を考え

るレベルの線量ではありま

せんので、継続調査は終了

しても良いと考えます。 

希望者に対して検査を行

なう体制を何らかの形で残

しておくことは必要かもし

れませんが、その結果は個

人に返されるもので、調査

として評価することは不要

と思います。 

調査の継続は必要ないと

考えます。 

(2) 甲状腺超音波検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不要と考えます。甲状腺

超音波検査による自然発生

病変の検出が問題となって

いるようです。韓国の甲状

腺がん過剰診断の問題な

ど，情報提供の継続をお願

いいたします。 

平成 25年度と同様に必要

ないと考えます。ただし、

福島県の調査を注視してい

く必要があります。 

 

環境モニタリングの結果

から甲状腺線量は低かった

と考えられ、また国連科学

委員会も同様の評価を報告

しています。甲状腺超音波

検査は必要ないと考えま

す。 

放射性セシウムの測定結

果から、放射性ヨウ素の摂

取量も甲状腺障害を引き起

こすレベルではなかったと

考えられる事から、甲状腺

超音波検査は必要ない。 

ただし，福島県県民健康

調査で甲状腺癌の症例が複

数認められ、不安を感じて

いる市民もいることと思わ

れるので、同調査結果の内

容とその解釈等について説

明できるよう、情報収集が

必要と思われる。 

本県の子どもの放射性ヨ

ウ素による内部被ばくは極

めて小さいと推定されるこ

とから、甲状腺超音波検査

の必要はないと考えます。 

ただし、福島県での検査

結果の動向には注意してお

く必要があると思います。 

放射線の影響があるので

あれば、福島県ではバック

グラウンドレベルから上昇

する時期になりますので、

その結果を注視することは

必要です。 

また結果の如何によらず

リスクを強く感じられる方

はおられますので、個人受

診への配慮は必要だと思い

ます。 

必要ないと考えますが、

不安が強く、検査を希望さ

れる方には、受診できる様

な配慮が必要と考えます。 
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(3) その他 

 

 

 

岩手県として「がん登録」

に真剣に取り組んでいくこ

とが，県民に対して継続的

に責任を果たしていくこと

だと思います。 

 

昨年と同様ですが、現在

実施している食物中放射線

量の監視体制を維持してい

く必要があると考えます。 

 

放射線健康影響に関する

国内外の動きに行政として

関心を持ち続けることが必

要であると考えます。 

また、県民に適切な情報

提供を行えるような努力が

望まれます。 

食品の汚染検査と情報の

公開には引き続き取り組ん

でいただきたい。 

特にありません。 情報の提供と相談受入

れ、必要な場合はコミュニ

ティの参画した放射線勉強

会など、地域との繋がりの

上での継続的なリスクコミ

ュニケーションが必要な時

期になっているかと思いま

す。 

特にありません。 

３３３３    県民に対する助言に県民に対する助言に県民に対する助言に県民に対する助言に

ついてついてついてついて    

(1) 内部被ばくの防止 

 

特にありません。 今年度新たに追加するこ

とは有りません。 

 

特段の注意事項はありま

せん。 

市販食品については放射

能汚染の心配はほとんどあ

りませんが、野生のきのこ

や山菜ではやや汚染の高い

ものもある事から、山菜採

りなどをする場合は県のホ

ームページを参考にしてく

ださい。 

 

空間線量の高い地域の野

生のきのこ、山菜、自家製

野菜を食べる場合は、念の

ため汚染レベルを把握し

て、内部被ばくを低減・防

止するようにして下さい。 

野生のキノコ、山菜類、

淡水魚以外は特に注意する

ことはありません。流通し

ているものはまったく問題

ありません。 

特別な注意事項はありま

せん。 

(2) 外部被ばくの防止 

 

 

 

 

特にありません。 

 

今年度新たに追加するこ

とは有りません。 

 

特段の注意事項はありま

せん。 

線量の高い場所がある場

合は、その場所に長時間と

どまらないようにしましょ

う。 

線量の高い場所（いわゆ

るマイクロホットスポッ

ト）に長く留まらないよう

にして下さい。 

特に気にするレベルでは

ないと思います。 

特にありません。 

(3) その他の助言 

 

 

 

特にありません。 

 

特にありません． 日常生活習慣において喫

煙、過度の飲酒、食事、肥

満、運動不足等に留意し、

一般的に言われている健康

的な生活を送るように努め

ることが大切であると考え

ます。 

 

特にありません。 特にありません。 放射能のリスクにとらわ

れることなく、食を含めて

健康で規則正しい生活に努

めることが一番だと思いま

す（昨年と同じ）。 

特にありません。 

４４４４    その他その他その他その他    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

特にありません。  特にありません。 特にありません。 特にありません。  微量の放射性セシウムが

継続して検出される児童・

生徒の保護者さんには、内

部被ばくによる健康影響は

極めて小さいことを伝える

とともに、食生活を振り返

って、継続して検出される

原因について考えて欲し

い。 

歴史的にもたいへん貴重

な結果だと思います。 

特にありません。 

 

 

 


